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情報化時代と位置づけ、新しいマネジメントの在り方を問題提起している)ハラル (w. HalaI) 
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置づけた。それとの関連でいえば、すなわち、 integrity と他の人々から Itrust :信頼j を獲得し
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殊なJ ステイクホルダーなのである。
従って、「誠実な」経営者とは、個々のステイクホルダーの(道徳規範に裏付けられた)権利
・義務を「然るべく J 実現し、組織内にトラスト関係を生み出し、組織として企業を維持して
いくことのできるステイクホルダーである、ということになる。とすれば、個々のステイクホ
ルダーに対していかなる権利・義務を認めるのか、の検討が、これからの具体的な課題となっ
てくるであろう。
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